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わたし はまつ すぐに かの 化け物 屋敷 だと いう 家へ たず 

ねて 行く と、 その 家 は オック スフ ォ ード • ス トリ ー ト 

の 北側で、 陰気で は あるが 家並の 悪くない 抜け道に 

あつたが、 家 はまった く 閉め切って、 窓に 貸間の 札 も 

みえない。 戸 を 叩いても 返事がない。 仕方がな しに 

引つ 返そうと すると、 となりの 空地に ビ— ルの 配達が 

白い 金属の 罐を あつめて いて、 わたしの ほう を 見 かえ 

リ ながら 声をかけた。 

「あなた は そこの 家で 誰か をお 尋ねな さるんで すか」 

「むむ。 貸家が あると いう こと を 聞いた ので …… 」 

「貸家です か。 そこ は J さんが 雇い 婆さんに 一 週間 一 



ポンドず つやって、 窓の 開け閉て を させて いたんです 

がね。 もういけ ません よ」 

「いけない。 なぜ だね」 

「その 家 は 何 かに 祟られて いるんで すよ。 雇い 婆さん 

は 眼 を 大きく あいた ままで、 寝床の なかに 死んで いた 

ん です。 世間の 評判 じゃあ、 化け物に 絞め殺されたん 

だと 言います が …… 」 

「ふむ う。 その J さんと いうの は、 この 家の 持ち主 か 

ね」 

「そうです」 

「どこに did んで いるね」 



「G 町です」 と、 配達 は その 番地 を も 教えて くれた。 

わたし は 彼に いくらかの 心付け を やって、 それから 

教えられた 所へ たずねて 行く と、 主人の J 氏 は 都合よ 

く 在宅であった。 J 氏 はもう 初老 を 過ぎた 人で、 理智 

に 富んで いるら しい 風貌と、 人好きの する ような 態度 

を そなえて いた。 

正直に 自分の 姓名と 職業と を 明かした 上で、 わたし 

はかの 貸間の 家に 何 かの 祟りが あるら しく 思われる と 

いう こと を 話した。 そうして、 わたし はぜ ひその 家 を 

探険して みたい から、 ひと 晚 でもい いから どうぞ 貸し 

て くれまい か。 それ を 承知して くれれば、 お望み 通り 



の 金 を 払う と 言った。 

J 氏 は それに 対して、 非常に 丁寧に 答えた。 

「よろし ゆう ございます。 あなたの ご用の 済む までお 

貸し 申しましょう。 家賃な ど はどうで も かまいません 

やど 

あの 婆さん は 宿な しの 貧乏人で 養育 院に いたの を、 わ 

たしが 引き取って 来たので す。 あの 婆さん は 子供の 時 

にわたしの 家族の ある 者と 知り合いで あつたと 言い ま 

すし、 また その 以前 は 都合が よくって、 わたしの 叔父 

から あの 家 を 借りて 住んで いた こと も あると いうので 

それらの 関係から わたしが 引き取って 番人に 雇って お 

いたので すが、 可哀 そうに 三 週間 前に 死んで しまい ま 



訳が あるので す。 そこで、 あなた もこの 一件に ついて 

非常に 興味 を 持ち、 また、 あなたの 神経が 非常に 強い 

というの であれば 格別、 さもなければ あの 家で 一 夜 を 

明かす という こと は、 まあ、 お考えに なった ほうがよ 

ろしく はない かと 思います」 

「いや、 わたし は 非常の 興味 を 持って いるので す」 と、 

私 は 言った。 「臆病者 は ともかくも、 わたしの 神経 は 

いかなる 危険に も 馴れて います。 化け物 屋敷で も 驚き 

ません」 

ようだんす 

J 氏 も 深く は 言わないで、 用箪笥から 鍵 をと り 出し 

て 私に 渡して くれた。 その 腹蔵の ない 態度に わたし は 



衷心 から 感謝し、 また、 わたしの 希望に 対して 紳士的 

の 許可 を あたえて くれた こと を も 感謝して、 わたし は 

自分の 望む もの を 手に入れる ことにな つた。 そうなる 

と 気が 急く ので、 わたし は ひとまず 我が家へ 戻る やい 

なや、 日ごろ 自分が 信用して いる F という 雇い人 を 呼 

んだ。 彼 は 年 も 若い し、 快活で、 物 を 恐れぬ 性質で、 

へ ん けん 

わたしの 知つ ている 中で は 最も 迷信 的の 偏見な ど を 

持って いない 人間であった。 

「おい、 おまえ も 覚えて いるだろう」 と、 わたし は 言つ 

た。 「ドイツに いると きに、 古い 城の なかへ 首の ない 

化け物が 出る というので、 その 幽霊 を 見つけに 行った 



ので、 その 日の 残りの 時間 は 専ら その 仕事に ついや 

さなければ ならなかった。 わたし は 自分の 名誉 を 賭け 

ひま 

たる 今夜の 冒険に ついて、 あまり 多く 考える 暇 を 持た 

ない ほどに 忙しく 働いた。 わたし は..， 甚だ 遅くな つて 

から、 ただ ひとりで 夕飯 を 食った。 食う あいだに 何 か 

読む のが 私の 習慣で あるので、 わたし は マコ— レ ー の 

論文の 一 冊 を 取り出した。 そうして、 今夜 はこの 書物 

をたず さえて 行こうと 思った。 マコ ー レ— の 作 は、 そ 

の 文章 も 健全で あり、 その 主題 も 実生活に 触れて いる 

ので、 今夜の ような 場合に は、 迷信 的 空想に 対する 一 

げど く ざ い 

種の 解毒剤の 役 を 勤める であろうと 考えた からで ある _ 



きりに 外へ 出ようと して 引つ 搔 いたり、 泣く ような 声 

をして 唸ったり している ので、 私 はしず かに その 頭 を 

たたいた りして 勇 気をつけて やる と、 犬 もようよう 落 

ち 着いたら しく、 私と F の あとに ついて 来たが、 いつ 

も は 見識らない 場所 へ 来る とま つ さきに 立 つ て 蚯け出 

力 力と 

す にもかかわらず、 今夜 はわた しの 靴の 踵に こすり 

ついて 来る のであった。 

私たち はまず 地下室 や 台所 を 見 まわった。 そうして 

穴蔵に 二、 三本の 葡萄酒の 罎が ころがって いるの を 見 

つけた。 その 罎には 蜘蛛の巣が 一面に かかって いて、 

多年 そのままに してあった ことが 明らかに 察せられる 



と 同時に、 ここに 棲む 幽霊が 酒好きで ない こと も 確か 

にわかつ たが、 そのほかに は 別に 私たちの 興味 を ひく 

ような 物 も 発見され なかった。 外に は 薄暗い 小さな 裏 

庭が あって、 高い 塀に かこまれ ている。 この 庭の 敷石 

ばいえん 

は ひどく しめって いるので、 その 湿気と ほこりと 煤煙 

とのた めに、 わたしたちが 歩く たびに 薄い 足跡が 残つ 

た。 

わたし は 今や 初めて、 この 不思議なる 借家に おいて 

第一 の 不思議 を 見た ので ある。 

わたし は あたかも 自分の 前に 一 つの 足跡 を 見つけた 

ので、 急に 立ち どまって F に 指さして 注意した。 一 つ 



い 部屋が ある。 この 第三の 部屋 は 下男の 居間であった 

らしい。 それから 座敷へ 通る と、 ここ は 新しくて 綺麗 

であった。 そこへ はいって、 わたし は 肘 かけ 椅子に 倚 

ると、 F は蠟燭 立て をテ ー ブルの 上に 置いた。 わたし 

に ドア をし めろ と 言いつけられて、 彼が 振りむ いて 

行った ときに、 わたしの 正面に ある 一 脚の 椅子が 急速 

に、 しかも なんの 音 もせずに 壁の 方から 動き 出して、 

わたしの 方から ーャ— ド ほどの 所へ 来て、 にわかに 向 

きを 変えて 止まった。 

「はは あ、 これ はテ— ブル 廻し よりもお もしろ いな」 

と、 わたし は 半分 笑いながら 言った。 



そうして、 わたしが ほんとうに 笑い出した ときに、 

ま 

わたしの 犬 は その 頭 を あとへひいて 吠えた。 

F は ドア をし めて 戻って 来たが、 椅子の 一件に は 気 

がっかない らしく、 吠える 犬 をし きりに 鎮めて いた。 

わたし は いつまでも かの 椅子 を 見つめて いると、 そこ 

もや りんかく 

に 青白い 靄の ような ものが 現われた。 その 輪郭 は 人間 

の 形の ようで あるが、 わたし は 自分の 眼 を 疑う ほどに 

きわめて 朦朧たる ものであった。 犬 はもう おとなしく 

なって いた。 

「その 椅子 を 片付けて くれ。 むこうの 壁の 方へ 戻して 

置いて くれ」 と、 わたし は 言った。 



F は その 通りに したが、 急に 振りむ いて 言った。 

「あなたで すか。 そんな こと をした の は …… 」 

「わたしが …… 。 何 をした というの だ」 

「でも、 何 かが わたくし をぶ ちました。 肩のと ころ を 

強く ぶちました。 ちょうど ここの 所 を …… 」 

「わたしで はない。 しかし、 おれたちの 前に は 魔術師 

てづま 

どもが いるから な。 その 手妻 はま だ 見つけ 出さない が、 

あいつら が おれたち をお どかす 前に、 こっちが あいつ 

らを 取つ つかまえて やる ぞ」 

しかし、 私たち はこの 座敷に 長居す る こと はでき な 

へ や しめ 

かった。 実際 どの 部屋 も 湿つ ぼくて 寒い ので、 わたし 



は 二階の 火の ある 所へ 行きた くな つたので ある。 私た 

ち は 警戒の ために 座敷の ドアに 錠 をお ろして 出た。 

今まで 見 まわった 下の部屋 もみな そうして 来たので 

あった。 

F がわた しの ためにえ らんで おいて くれた 寝室 は、 

二階 じゅうで は 最もよ い 部屋で、 往来に むかって 二つ 

の 窓 を 持って いる 大きい 一室であった。 規則正しい 四 

脚の 寝台が 火に むかって 据えられて、 スト ー ブの火 は 

美しく さかんに 燃えて いた。 その 寝台と 窓との あいだ 

の 壁の 左寄りに ドアが あって、 そこから F の 居間に 

な つ ている 部屋へ 通ず るよう にな つていた。 



これでまず 家 じゅうの 見 分 を 終わって、 わたし はし 

ばらく 火に 暖まりながら シガ ー をく ゆらした。 この 時 

まで 私の そばに ついていた F は、 さらに わたしの 探査 

を 十分なら しめる ために 出て 行く と、 昇り 口の 部屋の 

ドアが 堅く しまって いた。 

「旦那」 と、 彼 は 驚いた ように 言った。 「わたくし はこ 

の ドアに 錠 をお ろした 覚え はない のです。 この ドア は 

内から 錠 をお ろす こと は 出来ない ようになって いるの 

ですから …… 」 

その 言葉の まだ 終わらな いうちに、 その ドア は 誰も 

手 を 触れない にもかかわらず、 また 自然に しずかに あ 



いたので、 私たち はしば らく 黙って 眼 を 見 あわせた。 

化け物で はない、 何 か 人間の 働きが ここで 発見され る 

であろう という 考えが、 同時に 二人の 胸に 浮かんだ の 

で、 わたし はまず その 部屋へ 龃け 込む と、 F も つづい 

た。 

そこ は 家具 もない、 なんの 装飾 もない、 小さい 部屋 

で、 少しば かりの 空き箱と 籠の たぐいが 片隅に ころ 

よろい ど 

が つてい るば かりであった。 小さい 窓の 鎧 戸 はと じら 

れて、 火 を 焚く ところ もな く、 私たちが 今 はいって 来 

た 入 リロの ほかに は、 ドア もなかった。 床に は 敷物 も 

なく、 その 床 も 非常に 古く むしばまれて、 そこに もこ 



て 来る の を 覚えた が、 F はそう ではなかった。 

「われわれ を 罠に 掛けよう などと は 駄目な ことです。 

こんな 薄っぺらな ドアな ど は、 わたしの 足で 一度 蹴れ 

ばす ぐに こわれます」 

「おまえの 手で あく かどう だか、 まず 試して みろ」 と 

わたし も 勇気 を 振る い 起こして 言った。 「その 間にお 

れは鎧 戸 を あけて、 外に 何が あるか 見と どける から」 

かんぬ き 

わたし は 鎧 戸の 貫 木 を はずす と、 窓 は 前にい つた 裏 

庭に むかって いるが、 そこに は 張り出し も 何もない の 

よすが 

で、 切つ 立てに なって いる 壁 を 降りる 便宜 もな く、 庭 

の 敷石の 上へ 落ちる までの あいだに 足が かりとす るよ 



うな 物 は 見あたら なか つ た。 

F はしば らく ドア を あけようと 試みて いたが、 それ 

がどうに もなら ない ので、 わたしの 方へ 振りむ いて、 

もうこの 上 は 暴力 を 用いても いい かと 聞いた。 

彼が 迷信 的の 恐怖に 打ち克って、 こういう 非常の 場 

合に も 沈着で 快活で ある こと は、 実に あっぱれ とも 言 

うべき で、 わたし はいろ いろの 意味に おいて、 いい 味 

方 を 連れて来 たこと を 祝さなければ ならなかった。 そ 

こで、 わたし は 喜んで 彼の 申しいで を 許可した が、 い 

かに 彼が 勇者で あっても その 力 は 弱い ものと 見えて、 

どんなに 蹴っても ドア はび くと もしなかった。 



一 つの 大きい 青ざめた 光り —— 人間の 形ぐ らいの 大 

きさで あるが、 形 もなくて、 ただ ふわ ふわして いるの 

である。 それが 私たちの 方へ 動いて 来て、 あがり 場 か 

ら 屋根裏の 部屋へ つづいて いる 階段 を 昇って ゆく ので、 

私 は その 光り を 追って 行った。 F も つづいた。 

光り は 階段の 右に ある 小さい 部屋に はいった が、 そ 

の 入り口の ドア は あいてい たので、 私 もす ぐ 跡から は 

いると、 その 光り はう ず 巻いて、 小さい 玉に なって、 

非常に 明かる く、 あたかも 生ける がごと くに 輝いて、 

部屋の 隅に ある 寝台の 上に とどまって いたが、 やがて 

ふ る 

顫える ように 消えて しまったので、 私たち はすぐ に そ 



ひじ 

かも 階段 を 降りよう とする 時に、 何もの かが 私の 臂を 

とらえた の を 明らかに 感じた。 そうして、 わたしの 手 

から 手紙 を 取ろうと する らしい の を 軽く 感じた が、 私 

はしつ かりとつ かんで 放さなかった ので、 それ は その 

ままに な つ てし ま つ た。 

一 一人 は 私の ために 設けられ ている 以前の 寝室に 戻つ 

たが、 ここで 私 は 自分の 犬が 私たちの あとに ついて 来 

なかった ことに 気がついた。 犬 は 火の そばに 摺リ 付い 

て ふるえて いるので あ つ た。 

私 はすぐ にかの 手紙 をよ み 始める と、 F はわた しが 

命令した 通りの 武器 を 入れて 来た 小さい 箱 を あけて、 



われなかった が、 しかも 言葉 そのものに は 力が こもつ 

ていて、 あらつ ぼい 強烈な 愛情が 満ちて いた。 しかし、 

そのうちの そこ ここに 何ら かの 暗い 不可解の 点が あつ 

て、 それ は 愛情の 問題で はなく、 ある 犯罪の 秘密 を 暗 

示して いるよう に 思われた。 すなわち、 その 一節に こ 

んな ことが 書いて あつたの を、 私 は 記憶して いた。 

I すべての ことが 発覚して、 すべての 人が われ 

ののし 

われ を 罵り 憎んでも、 たがいの 心 は 変わらない 

まず だ 

—— けっして 他人 をお まえと 同じ 部屋に 寝かして 

はならない ぞ。 夜な かにお まえが どんな 寝 言 を 言 



の だと は 思いながら、 わたし は 今夜 これから いかなる 

不思議に 出逢おう とも、 それに 対抗す る だけの 決心 は 

十分に 固めて いた。 

わたし は 起ち あがって、 かの 手紙 をテ— ブルの 上に 

置いて、 まだ 熾ん に 輝いて いる 火 を かきおこして、 そ 

れに むかって マコ ー レ— の 論文 集 を ひらいて、 十一 時 

半 頃まで 読んだ。 それから 着物の ままで 寝台への ぼつ 

て、 F にも 自分の 部屋へ さがっても よいと 言い聞かせ 

た。 但し、 今夜 は 起きて いろ、 そうして 私の 部屋との 

間の ドア を あけて おけと 命じた。 

それから 私 は 一人に なって、 寝台の 枕 もとの テ— ブ 



ルにニ 本の 蠟燭 をと もした。 二つの 武器の そばに 懐中 

時計 を 置いて、 ふたたび マコ— レ ー を 読み 始める と、 

わたしの 前の 火 は 明かる く 燃えて、 犬 は爐の 前の 敷物 

の 上に 眠って いるら しく 寝ころん でいた。 二十 分 ほど 

すき 

過ぎた ころに、 隙 もる 風が 不意に 吹き込んで 来たよう 

に、 ひどく 冷たい 空気が わたしの 頰を 撫でた ので、 も 

しゃ あがり 場に 通じてい る 右手の ドアが あいてい るの 

ではない かと 見返る と、 ドア はちゃん としまつ ていた _ 

さらに 左手 をみ かえると、 蠟燭の 火 は 風に 吹かれた よ 

うに 揺れて いた。 それと 同時に、 テ ー ブルの 上に ある 

時計が しずかに、 眼に みえない 手に つかみ 去られる よ 



うに 消え失せて しま つ た。 

わたし は 片手に 短銃、 かた 手に 匕首 を 持って 跳び 起 

きた。 時計と おなじように、 この 二つの 武器 を も 奪わ 

れて はならない と 思った からで ある。 こう 用心して 床 

の 上 を 見 まわした が、 どこに も 時計 は 見えなかった。 

このと き 枕 もとで しずかに、 しかも 大きく 叩く 音が 三 

つ 聞こえた。 

「旦那。 あなたで すか」 と、 次の 部屋で F が 呼びかけ 

た。 

「いや、 おれで はない。 おまえ も 用心し ろ」 

犬 は 今 起き あがって、 からだ を 立てて 坐った。 その 



耳 を 左右に 早く 動かしながら、 不思議な 眼 をして 私 を 

見つめて いるの が、 わたしの 注意 を ひいた。 犬 はやが 

て しずかに 身 を 起こした が、 なお まっすぐに 立った ま 

そうみ さかだ 

まで、 総身の 毛 を 逆立た せながら、 やはり あらあらし 

い 眼 をして 私 を じっと見 つめていた。 しかも、 私 は 犬 

ひま 

の ほうな ど を 詳しく 検査して いる 暇はなかった。 F が 

たちまちに 自分の 部屋から ころげ 出して 来たので ある 

人間の 顔に あらわれた 恐怖の 色と いう もの を、 私 は 

このと きに 見た。 もし 往来で 突然 出逢ったならば、 お 

そらく 自分の 雇い人と は 認められないで あろうと 思わ 

れる ほどに、 F の 相好 はまった く 変わって いた。 彼 は 



わたしの そば を 足早に 通り過ぎながら、 あるかな いか 

の 低い 声で 言った。 

「早くお 逃げなさい、 お逃げなさい。 わたしの あと か 

ら ついて 来ます」 

彼 は あがり 場の ドア を 押し あけて、 むやみに 外へ 龃 

け 出す ので、 わたし は 待て 待てと 呼び戻しながら 続い 

て 出る と、 F はわた し を 見返り もせずに、 階段 を 跳ね 

降りて 、手摺りに 取りつ いて、 一度に 幾 足 もばた ばた 

させながら、 あわてて 逃げ去った。 わたし は 立ち ど 

まって 耳を澄まして いると、 表の 入り口の ドアが あい 

たかと 思う と、 またし まる 音が きこえた。 頼みの F は 



逃げて しまって、 私 は ひとりで この 化け物 屋敷に 取り 

残された ので ある。 

ここに 踏みと どまろう か、 F の あと を 追って 出よう 

かと、 わたし もちよつ と 考えた が、 わたしの 自尊心と 

好奇心と が 卑怯に 逃げるな と 命じた ので、 わたし は 再 

び 自分の 部屋 へ 引つ 返して、 寝台の 方へ 警戒しながら 

近づいた。 なにぶん にも 不意 撃ち を 食った ので、 F が 

いったい 何 を 恐れた のか、 私に はよ く 分からなかった 

ので ある。 もしゃ そこに 隠し 戸で も あるかと 思って、 

わたし は 再び 壁 を 調べて みたが、 もちろん そんな 形跡 



もない ばかり か、 にぶい 褐色の 紙に は 継ぎ目 さえ も 見 

いだされ なかった。 してみ ると、 F を おびやかし たも 

の は、 それが 何物であろう とも、 わたしの 寝室 を 通つ 

て 進入した のであろう か。 わたし は 内部の 部屋の ドア 

に 錠 をお ろして、 何 か 来る かと 待ち構えながら、 爐の 

前に 立って いた。 

のめ 

このと き 私 は 壁の 隅に 犬の 滑り込んで いるの を 見た。 

大は 無理に そこから 逃げ路 を 見つけよう とする ように、 

からだ を 壁に 押しつけて いるので、 わたし は 近寄って 

呼んだ。 

哀れなる 動物 は ひどい 恐怖に 襲われて いるら しく、 



われた。 それ は 死人の ように 物凄い もので はあった が、 

生きて いる 者の 形で あるら しく 明らかに 認められた。 

それ は 悲しみ を 含んだ 若い 美人の 顔であった。 身に 

は 雲の ように 白い 口 ー ブ (長い ゆるやかな 着物) を ま 

のど あらわ 

とって、 喉から 肩の あたり は 露出に なって いた。 女 は 

肩に 垂れ かかる 長い 黄い ろい 髪 を梳き はじめた が、 私 

の ほうへ は 眼 も くれずに、 耳 を 傾ける ような、 注意す 

るよう な、 待つ ような 態度で、 ドアの 方 を 見つめて い 

ると、 うしろの 壁に 残って いる 「黒い 物」 の 影 はまた 

次第に 濃くな つて、 その 頭に ある 二つの 眼の ような も 

のが 女の 姿 を 窺って いるら しく も 思われた。 



に 紅くな つて、 かの 幼虫の 群れ は 火の なかに 棲む 物の 

ように きらきらと 光って 来た。 月の ひかり はふる えて 

動いた。 物 を 撃つ ような 音が またもや 三度き こえた か 

と 思う と、 すべての 物が かの 黒い 影に 呑まれて、 さら 

くらやみ 

に また 大 いなる 暗黒のう ちに 隠れて しまったが、 やが 

て その 暗黒が 退く と共に、 黒 い 影 もま つ たく 消え失せ 

て、 今まで 光り を 奪われて いた テ— ブルの 上の 蠟燭の 

火 は 再び しずかに 明かる くな つた。 爐の火 も 再び 燃え 

はじめた。 この 室内 は 再び もとの 平穏の 姿に 立ち か 

えった。 

二つの ドア はなおし まった ままで、 F の 部屋へ 通ず 



て 幾度 も 修繕して もらった が、 いつも 数 時間の 後に は 

針の 廻転が 妙に 不規則に なって、 結局 は 止まって しま 

うこと になる ので、 その 時計 はとうとう 廃物に なった。 

その後 はもう 変わった ことはなかった。 わたし は 夜 

の あける まで 待って いたが、 何事 もなかった。 日が 出 

て、 世間が 昼に なって、 わたしが この 家 を 立ち去る ま 

で、 もう 何事 もなかつ たので ある。 

いよいよ ここ を 立ち去る 前に、 わたしと F とが 監禁 

された 部屋、 窓の ない 部屋へ 再び はいって みた。 奇異 

なる 事件の 機械的 作用 —— も しこんな 言葉が あるなら 

ば —— を 作り出し たこの 部屋へ 今や 白昼に 踏み込んで、 



ゆうべの 怖ろ しさ を 再び 思い出す と、 わたし は 一 刻 も 

ここに 立って いるに 堪えられな いので、 早そう に 階段 

を 降り かかる と、 またもや わたしの さきに 立って ゆく 

あしおと 

跫 音が きこえた。 そうして、 表の 入り口の ドア を あけ 

た 時に、 うしろで かすかな 笑い声が きこえた ように も 

思われた。 

わたし は 自分の 家へ 帰った。 ゆうべ 逃亡した 雇い人 

は 定めて 顔 を 見せる だろうと 思いの ほか、 F は どこへ 

行って しまった か、 一向に その 消息が 分からな いので 

あった。 三日の 後に リヴ ァプ— ル からの 手紙が 来た。 

先夜 は ご覧の 通りの 始末で、 なんとも 申し わけが 



あろうと 思った。 いずれにしても、 この 事件に 対する 

わたしの 信念と 推理 は 動かない ので ある。 

夕方に なって、 わたし は 貸 馬車 を 雇って 再び かの 化 

け 物 屋敷へ 行った。 そこへ 置いて 来た わたしの 物と、 

なきがら 

死んだ 犬の 亡骸と を 引き取る ためで あつたが、 今度 は 

別になん の 邪魔 もなかった。 ただ その 階段 を 昇 リ降リ 

するとき に、 例の 跫音を 聞いた ほかに は、 わたしの 注 

意に あたいする ような 出来事 もなか つ た。 

そこ を 出て、 さらに 家主の J 氏 をたず ねる と、 彼 は 

あたかも 在宅であった。 わたし は 鍵 を 返した 上で、 わ 

たしの 好奇心 は 十分に 満足した こと を 話した。 そうし 



て、 ゆうべの 出来事 を 口早に 話しかけ ると、 J 氏 は そ 

れを さえぎって、 しょせん 誰に も 解決の つかない よう 

もま， P 

な 怪談に ついて、 自分 は 最早 興味 を 持たない と 丁寧に 

ことわった。 しかし、 かの 二通の 手紙の 事と、 また そ 

れが 不思議に 消え失せ たこと だけ は 報告して おかな け 

れ ばなら ない と 思った ので、 わたし は J 氏に むかって、 

かの 手紙 は、 かの 家で 死んだ 老婆に 宛てた ものである 

と考えられるが、 かの 老婆が 過去の 経歴のう ちに は 手 

紙に あらわれて いるよう な 暗い 秘密 を かくして いると 

思われる 節が あるかと 質問す ると、 J 氏 は 驚いた よう 

に 見えた。 彼 はしば らく 考えた のちに、 こう 答えた。 



ん、 それ はこの 世の中に はなはだ 少ない ことで、 その 

人 は 特殊の 体質 を 持って 生まれ、 特殊の 実験 を 積んで、 

その 術の 最高 極度に 到達した ものと 見なければ なり ま 

せん。 その 力が 死んだ 者の 上に …… 詳しくい えば、 死 

んだ 者に もま だ 残って いる ある 思想と か、 ある 記憶と 

かいう ものの 上に 働く のです。 そうして、 正しく は 霊 

魂と いうべき もので はなく、 最も 地上に 近い 一種の 霊 

気が われわれの 感覚に あらわれて 来る ようにな るので 

す。 しかし 私 は それ を もって、 真の 超自然的の 力と は 

認めません。 それ を 説明す るた めに、 パ ラセ ルサス (ス 

イスの 医師、 博物学 者、 十六 世紀 初年の 人) の 著作 『文 



学 上の 奇観』 の 一 節 を 申し上げましょう。 

ここに 一 つの 花が あって、 人が それ を 焼けば 枯れて 

焼けう せる。 その 花の 元素が 何であろう とも、 どこか 

へ 消散して しまって、 それ を 見受ける こと も 出来ず、 

ふたたび 集める こと も 出来ない。 しかし 化学的に 研究 

すれば、 その 花の 焼けた 灰 や 埃の 中から は、 生きて い 

ると きと 同様の スペクトル (分光) を 発見す る ことが 

出来る ので ある。 人間 も 同じ ことで、 霊魂 は 花の 本体 

または 元素の ごとくに 離れ 去っても、 それに ス ぺクト 

ルが 残って いる。 普通の 人 は それ を 霊魂と 信じて いる 

けれども、 それ を まことの 霊魂と 混同して はならない 



ある、 そうした 人間 は 化学的の 驚異 を 現ずる ことが 出 

来ます。 また、 液体 的 (普通に 電気と いう) の 人間 は 

発電 の 不思議 を 見せ る y J とも 出来る のです。 

そこで、 ゆうべ 私が 見たり 聞いたり したす ベての こ 

と は、 人間 …… 私と おなじように 生きて いる 人間が、 

遠方から 何 かの 仕事 をして いるので あって、 本人 自身 

も 知らない ほどに いい 効果 を 生じた ので あろうと 思わ 

れ ます。 要するに、 その 人間が ある 死人の 頭脳 を 利用 

している のであって、 頭脳 それ 自身 は 単に 夢を見て い 

るに 過ぎない のです。 しかし その 力 は 非常に 強大な も 

ので、 その物 質的の 力 はわた しの 犬 を 殺した ほどです。 



わたし も 恐怖の ために 屈伏した らば、 犬と おなじよう 

に 殺された でしよう」 

「あなたの 犬 を 殺しました か。 それ は 怖ろ しい ことで 

す」 と、 J 氏 は 言った。 「なるほどそう 言えば あの 家に 

動物 は 棲んで いません。 猫 一 匹 も 見えません。 鼠 も 見 

たこと はありません」 

「強烈なる 獣性の 創造力が それらの 動物 を 殺す ほどの 

影響 を あたえる のです が、 人間 は 他の 動物よりも 更に 

強い 抵抗力 を 持って いるので す。 まず それ は それと し 

リ ようか い 

て、 あなた は 私の 理論 を ご 諒解に なりました か」 

「まず 大抵 は …… 。 失礼ながら お蔭 さまで、 多少の 手 



それから 十日 ほどの 後に、 わたし は J 氏からの 手紙 

をう けと つ た。 

その 報告に よると、 彼 はわた しが 帰った あとで、 か 

の 家へ 見廻り に 行った。 そうして、 かの 二通の 手紙が 

ひきだし 

再び もとの 抽斗に 戻って いるの を 発見した ので、 彼 も 

わたしと 同じような 疑い を もって 読んだ。 それから ま 

た、 わたしが 推測した 通りに、 かの 手紙の 受け取り 人 

であるら しい 老婆の 身の上 を 念入りに 調べ はじめる と、 



た。 

結婚の 第一 年が 過ぎない うちに、 かの アメリカ人 は 

にわかに 英国 を 立ち去って、 それぎ り 再び 帰って来な 

かった。 彼 は それから 二 年の 後、 大西洋で 難破した 船 

に 乗り合わせて いたので ある。 

こうして 未亡人と はなった が、 彼女 は 豊かに 暮らし 

ていた。 しかも いろいろの 災厄が 彼女の 上に 落ち か 

かって 来て、 預金の 銀行 は 倒れる、 投資の 事業 は 失敗 

するとい う 始末で、 とうとう 無産者と なって しまった _ 

それから いろいろの 勤めに 出た が、 また だんだんに 零 

落して、 貸家の 監督から 更に 下女 奉公にまで 出る よう 



になった。 彼女の 性質 を 別に 悪い という 者 もない ので 

あるが、 どこへ 行つ て も その 奉公が 長く つづかな かつ 

た。 彼女 は 沈着で、 正直で、 ことに その 行儀が いいの 

を 認められて いながら、 どうも 彼女 を 推薦す る 者が な 

かった。 そうして、 ついに 養育 院に 落ち込ん だの を、 

J 氏が 引き取って 来て 貸家の 番人に 雇い入れ たので あ 

る。 その 貸家 は 彼女が 結婚 生活の 第 一 年に、 一 家の 主 

婦 として 借り受けた 家で あ つ た。 

J 氏 は その あとへ、 こういう こと を 付け加えて 来た 

わたしが 打ち 毀せ と 勧めた かの 部屋に、 J 氏 はた だ 

ひとりで 一 時間 を 過ごした が、 別になん にも 見える で 



この 金庫に は 三つの 棚と 二つの 抽斗が あって、 棚の 

上に は 密封した ガラス 罎が たくさんに ならんで いた。 

その 罎には 無色の 揮発性の 物を貯 わえ てあつて、 それ 

はなんだ かわからない。 そのうちに 燐と アンモニアの 

幾分 を 含んで いるが、 別に 有毒 性の 物ではなかった と 

言い 得る だけの ことで ある。 そこに はまた、 すこぶる 

くだ ，R たま リ 

珍ら しい ガラスの 管と、 結晶 石の 大きい 凝塊と、 小さ 

こはく 

い 点の ある 鉄の 綱と、 琥珀と、 非常に 有力な 天然 磁石 

とが 発見され た。 

一 つの 抽斗から は、 金ぶ ちの 肖像画が あらわれた。 

密画に 描いた もので、 おそらく 多年 ここに あつたと 思 



の 無慈悲な 落ちつき かた —— 

わたし は その 裏 を あらためて みょうと 思って、 機械 

的に その 肖像画 を 裏が えす と、 そこに はぺ ンタ クル (五 

芒 星 形) が 彫刻して あった。 ペン タ クルの 中央に は 

はしご 

階 子の 形が あって、 その 三段目に は 一七 六 五 年と 記さ 

れ ていた。 さらに 精密に 検査して いるう ちに、 わたし 

は ね がく 

は 弾機 を 発見した。 その 弾機 を 押す と、 額のう しろ は 

蓋の ように 開いた。 その 蓋の 裏に は 「マリアナが 汝 

に 命ず。 生く る 時 も 死せ る 時 も —— に 忠実 なれ」 と 彫 

刻して あった。 

誰に 忠実 なれと いうの か、 その 人の 名 はこ こにしる 



さない が、 それ は 私に も 心当たりがないで はなかった。 

わたし は 子供のと きに 老人から 聞かされた ことがある。 

かれは 人の 眼 をく らます 偽学 者で、 自分の 家の なかで 

自分の 妻と その 恋が たきと を 殺して 逃走した ために、 

約 一年間 も ロンドン 巿中を 騒がした のであった。 しか 

し、 わたし は それ を J 氏に 語る の を 厭うて、 そのまま 

額の 裏 を とじてし ま つ た。 

金庫のう ちの 第一 の 抽斗 を あける の は、 別にむ ず か 

しく もなかつ たが、 第二の 抽斗 を あける に は 非常に 

困った。 錠 をお ろして あるので はない が、 どうしても 

すきま のみ さ 

あかない ので、 結局 その 隙間へ 鑿の 刃 を 挿し 込んで、 



でもな く、 また 不愉快で もない ような 匂いが 発して 来 

た。 

その 匂いの 原因 はなんで あるか 知らないが、 とに か 

くに それが 人間の 神経に 感じる もので、 J 氏と 私ば か 

りで なく、 この 部屋に 居 あわせた 二人の 職人 も、 指の 

さきから 髪の毛の 根まで がう ずくよう に 感じた ので 

あった。 

タブレットの 詮議 を 急ぐ ので、 わたし は その 皿 を 取 

リ のける と、 磁石の 針 は 非常の 急速 力 を もって 廻転 を 

はじめて、 私 は 思わず その 皿 を 床の 上に 取り落として 

しまう ほどに、 全身に 一 種の 衝動 を 感じた。 皿が k れ 



侶が 書いたら しい 語が しるして あった。 それ を 翻訳す 

ると、 こうで ある。 

—— この 壁に 近づく 者 は、 有情と 非情と、 生ける 

と 死せ ると を 問わず、 この 針の 動く が 如くに わが 

意思 は 働く。 この 家に 呪い あれ。 ここに 住む 者 は 

不安 なれ —— 

そのほかに はなん にもなかった。 J 氏 は その タブ 

レットと 呪文 を 焼き捨て、 さらに その 秘密の 部屋と そ 

の 上の 寝室と を あわせて、 土台 下から すべて 切り取つ 

てし まった。 そこで J 氏 も 勇気が 出て、 彼 自身が この 

家に 一 力 月 ほど も 平気で 住んだ。 
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